
なお段応資為による林分の写森測定値と地上关測位との検討にわいて革滝炒方カラマツを用 

いた。同一牀分の林分利高の翊定探を:写夷浏定日よる翩•方世•遍渉,斜曲上の位a‘,傾 

斜角,立ズ溶度,同一林分面壌の各妾因冗よって翌因分析を行ない任好な結果を得た。iた. 

白河地方スギ.・ヒノキ,アカマツ林分については衆!読・側定统と材撒の關の傷相仪 ！を下同の各刀 

ティリーごとに検討したがその結果は桝岛……〇・7 5 5 .岫方血……16 3 2 •卷冠直堡 

.......0.6 01,雄斜角 〇• 5 9 3 ,空理••…G △ 8 5 ,色!::幡 〇• 4 2 6 ,蚀紳立 

&.…… 0-2 7 7.反股茨密應・•…。 2 5 8とな•=た,

なお,これらのカテゴリーな応用した材号»態定法について検討中て・ある。

xた匠に作成された比・判洌券女の材窗卸陀仙の性’質を知るため,それぞれの林分での河売 

点間の変勒な吸めたが.令彼が妖くなる%:したがい变聂は大きくなる後冋在示し.2令必では 

65 前後&示すものか少なくない。路竅Kなる江位がい,平埼2 〇 -i)Wとなるc

4 昭和4 3年産の試虹計画

スギ標汤面資料を補充するため,前橋営林同管内において令效の我なる棕險Pな設定,地上 

尚定およぴ,写我判薮をおこなう,欣•応資料による写耕j就値の笏因分析な進めふ

新に作成された比v.Z判例:写頁について,東京世林局會内スギ.NL ,前橋営林局アカマツ, 

北蜘帯広天然杯の資料代ついて,林分材莎値と址上洲査値,および写典洵京値の渉因分忻を 

おこない,最も多く跚理する要因と,その透切な写真伸陆法,または推定法士險fし•材,税推 

定方法の球立を図るとともに.材型表,収後安とのra龍・明らか拭し比间例写典.の利用法米 

研究する。

なお,既に作成された比杖判例写声の奁务内容の精度を機的するために,少なくとん各林型

タイプにつyな的の抽出モデルによる却由再购が0点しい。

6 地位指数謂査法

6-I地位幷敛

!試製••担当者

籽样都茹I定研究宝:西沢正久.命益幸洩,W域次郞,神戸序久

2 肱驭目知

卅位は•林地がその樹御て対して示す:祖坂的材準生序能力であると定義されている。しかしこ 

れを如何なる州度でとらえるかというW制・は一音的な辯おはないが.一 ・關には主林水の平均 

护高または上酣なJにより灿位を利定する。この場合一眾の華協林金を没けて址位萌親を作成す 

る方法と・社’燃令を設けない作・成方法があるCこの冠賢では前者による方法をとり,これを沁 

位指次曲粮とよぶことにした。如忡指欲曲粮は一收には暫定プロットをとり,作洗されるが, 

この研咒では性齢辯析水の成長を解析し,それにより•避合のよい始位招数曲線の還択,ぶ某因 

子の座•界に祥なうガイドカープの附の相選•加位と土批琅墮因子との関保などを計催的:r把握 

する。ま件淀プロットから件る用位:脳却廠と,桝斧麼折木から作る笊位拒敖曲臆との相違 

の网敦および圳泣指数をどの位の血柄年位でとらえるかも合せて験討する。

3 る和42年度の絲诵とえられた絡果

スギ林分を対歎に,ii；j«±でのが画を4>とKして血ny作数曲親の差の・出・および多くの 

因子による切他指汲也線の作成を可后にするような焼木の抽出を計画した。すなわち,拍辰因 

子,標祐因子,咨級因子,回:6耕因子別ズ蛉N・とり•これらの因子・が灿位指数にどのような 

供通を示すかを解析するため照16 2谯本点の濯査を凯闽した。

同上の針知T航して.水剧営.林君•福尻事冥区で2 8償の條木点を御査したCこれら各点で 

は松餘解析を各1水づつ夹行した。

4 昭和4 3鎮度の叡駁計画

この試験て証血された16 2の悚ホ点を全那哋することがMも早ましいか.費用と功程の 

面か、•その1制は哲略せざるを褂ないと考えられるか,4 3“は碧因の組合せのうち・少 

なくとも1反傻のテ•・ターが揃うよ.に、前住度譚査されなかった点を補充する。その敎は44 

点行なる。また前年危まで”・得られたカラマツのデーター；rついての解析および殴时を進める。

なおこんごの問題点として姑位^数曲国は固處ブロットのデータード基づいて作成すべきで 

あるが,この研究では说本木の櫛蹄析片よって作成する简便法を!史っているこれが林分の 

成埒を正挪に表現しせれない点をどのようK取扱うカ、.という点がこんごの問題点

%25e6%259d%25b1%25e4%25ba%25ac%25e4%25b8%2596%25e6%259e%2597%25e5%25b1%2580%25e6%259c%2583%25e5%2586%2585%25e3%2582%25b9%25e3%2582%25ae.NL


となる。 6-2 航空写典および土壌調査を応用した表林の泯定

1訳％:担当者

M #部経卷第二狩長:大友栄松

〃 側定研究室:西沢正久・川孺韻,跳共次期・沖袒再久•西川匡英

〃 杭測研究室:中网・長谷川訓子•牘渡辛刃•大貫仁人

土壊辨査部土標酒三研究室:点下幵久

2 紙歩旨的

森林の測垣を土壤調爽および統突写疝:による柚定と結ぴつけて垮合理?査として経な計而規成 

に必綱!な悄報が鶴られる方法•を冠:立することを日的としている。貝.你的Kは,材种,成询. 

地位指敖詮の目的変数を地上.圳定による情修治よび離:空:な我の忡幅にもとづく多数の注明变 

教から淹あ忙しかも而効に推遊する手渉,および収理予地善をこれら綜合朋覺の君果から作成 

することなどである。

3 昭刼4 2年度の経過とえられた結果

4 2妃度は柬京営林局水朋かE管内でスギ林分を対如てつぎのような標太抽出を設針した。 

まず諏3物攻地である瀬用盛哭任を5つの地区に分け,奇擁訂爽薄と航や写说を利用し各圮区 

からは,ら却’泅子(2；,金糾"<3)•樹が㈱子<3。發因の知合せにより5反復の合針3 X 2 X 

3 X 5 X 5 =16 2の棕宏点の剝击をする。これらの各点では.標華地酒麦(Q0 4 haまた 

け仪〇 〇丨んぜ)•土壤羽責,および写夏判読に必群な忏带胭爽を哭行する。なおカラマツで 

の訓I孑流果の分析およぴテーターの侦討杉進めた。

以上のように股計された訥我点のうちから,2 8点の成地將疋を終了した.このうち•対火 

地城には中間合次の妹分力、ないのでこれを除いて会紡を2水华にすると標な点は1〇 8点と 

なる。姿:なされた2 8点Kついては棟本水を選びそれぞれ护幹解折を哭行し,理在奏料の整理 

中である。

4 昭和4 3年度のお験計画

4 3花度は上の萩;H・のうちの要因の組合せが少なくとも1反復は揃うよ”て.前苗驻の不足 

分を補充調査する」その数は4 4点である。これは瀚庞キ菜はのうち特雑梆口地(？|て配咬され 

ている。变た前曲!:tでに初られたカラマ:ソのデーターの解听およぴ唄討を進める。

なおこんごのI:慟点として昨尔の出网点を很珂して上のよ5な部遅を設叶すると非常に多く 

の孫太点が必要である。これは3仮@であるが姑小理の2反價にしても,7 2点は聚小の必要 

標本となるe昨拓はこの5ち2 8点を譯なしているが,4 3弟瘦は残り4 4点を磐在しなけれ



はならない。人3およぴ棵找の点で群衣を維7させることが可能であるかどうかが問題である。 

fにこのような多因子的及因を労由しようとすると必耍な棕本次が培え,経費も峙間もか、る 

点は大型試^の共通の問超とならう。
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7 大型機械による造林作業の檢械化

!次験担当者

様械化部根阂4長:山顚三平

〃 楸械第二研究室:三村・和列・廣内正雄,平松 條

2 試麴自的

林炙の労您生拜性の向上を方図し.とくに檢械化作緊の迎Hがおくれている造林作寇に対し. 

大型极械すなわちトラクタおよび同付順作•業械による地捂え•植付・下刈り•紫帮敢為"仪根 

処理等各作英のワンマンコントロールによる梓株化を可浅ならしめることは,建林作業の板械 

化の可能性を立旋する上で大きな海.逢を冇する段勝をむかえている。このことは本Kのみなら 

ず滋外の林榮先if岡を通じての期向であって•各伊トラクタ付网荒林用作芙槌如斯発をはかる 

とともに.その靜械性能および作桨性能・これる作炒の紐合わせ此よる蜘化作業法羽に検 

討をくわえ,大俎板诚(ヒに聞する華礎的技術M 况用的技術体系の柿立に谤するものである。

3 な和4 2年度の险调とえられた結果

1)山地斜而忙おいて停?^方向に拠回すろクローラトラクタの丽詞m力Ptc(pS)KB8 

し解折をおこない.この:秘の林英用トラクタの基砌旅の一つをあきらかにした。

p 〃ふ ・2屿｛?んモ4(2T一“)或京_
IC 27。グ’。2 く 2ドー») 非 /X(2r-A)>

+ 法・Ena+专'

ここで,Qじ:トラクタ装偽重iri(际),VO :焜回時の页体中心の走行速肉:(km/hT\
V :トラクタの全核紙効率

y〇 :トラクタの走行抵抗保散. A :攻带の4曲向の挙・擦係故・£:接也長(W )

お:外圓戒带中心の慶回半径(m)
力:トラックゲージ(m ),


